
若者や女性に選ばれる地域づくり
～持続可能なまちを目指して～

能代市移住定住推進課
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新たな戦略を策定

第３期のしろ創生総合戦略



現状分析

能代市人口ビジョン改定
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男女ともに高校卒業後の流出が顕著



東京圏・宮城への転出超過



20歳～29歳の人口が極端に少ない



特に女性の移住割合が低いのが現状



現在の移住定住支援策に加えた、新たな取り組みが必要



若年層も女性も、誰もが自分らしく暮らせる社会の実現 

第３期のしろ創生総合戦略

新たな施策



国が進める「地方創生2.0」の目指す姿

若者や女性にも選ばれる地方





地域働き方・職場改革ネットワークへの採択

令和7年2月14日付事務連絡で、地域の「職場」に呼びかけて課題への気づき・対応を促し、若者や女性にとっての「職場」の魅力を高めていく取組
を進めていこうとする自治体の公募があり、応募したところ採択となりました。今年度より全国68の自治体（24県、44市町村）において、国と連携
しながら、「若者や女性にも選ばれる地方」に向けた地域働き方・職場改革の取組を開始しています。





地元企業の働き方改革や地域の性別役割意識の解消等に関す
る取り組みを行い、国からのサポートも受けながら、
年齢や性別にかかわらず誰もが自分らしく暮らせる地域の実
現を図ため

プロジェクト名：NOSHI_localイノベーションプロジェクト
※能代とローカルを掛け合わせて「NOSHI_local」
※この地域の革新、刷新、新機軸として「localイノベーション」
 

チーム名：のしろRe:創チーム
「Re」は、レボリューションの「Re」（社会の変革）
「創」は地方創生の「創」
「理想」の能代を創出するということで「りそう」という呼称

庁内横断型のチームを結成
移住定住推進課×商工労働課×市民活力推進課



若者や女性が「自分らしく暮らせる」と感じ、
自らの意思で能代を選びたくなるまち

のしろRe:創チームの考える目指す姿



（職場）職場環境の改善による選ばれる職場づくり

（地域）地域の性別役割意識の解消

（教育）郷土愛・シビックプライドの醸成

      ふるさと・キャリア教育、高校魅力化推進

３つの方向性

Work 
Life
Learn



事業の連携実施・新たな施策の導出

のしろRe:創チーム「NOSHI_localイノベーションプロジェクト」



Re:創チーム事業

・国の勉強会への参加（9回）

・チーム定例ミーティング（毎週水曜日）

・チーム内勉強会（KJ法、システム思考による課題の洗い出し）

・リーサス勉強会（２回開催）

・若者との意見交換会（松陽高校生徒とのワークショップ）

商工労働課

・オープン・カンパニー事業

・地元事業者経営等支援事業

・ふるさとミライカレッジ事業

市民活力推進課

・男女共同参画社会推進事業  

移住定住推進課

・地域に根ざしたふるさと・キャリア教育の推進

若年層や女性に選ばれる地域づくりのために様々な取り組みをしています 



リーサス勉強会

Re:創チーム事業







男女共同参画社会推進事業

男女が性別にとらわれず、共に活躍できる社会の実現へ目指して



事例勉強会「若者・女性が働きやすい職場環境づくり」



自分らしく生きられる地域になるには？

好きなことを仕事にしたい？

性別役割分担意識ってなんだろう？

能代で暮らす、能代に関わる若者たちが

いろんな思いや考えを共有し共感しあう場

若者井戸端会議2025





ふるさとミライカレッジ事業

大学等と地域が連携して取り組む地域課題解決プロジェクト



能代市は、大学のないまちであり、進学や就職のため若者が地元
を出て、地元回帰が少なく人口減少が著しい状況。

このため、地域産業の廃業や倒産が増加し、かつて賑わいのあっ
た商店街は、空き店舗の増加等によりシャッター街となっている。
一方で、2019年から官民が連携し、公共空間や空き店舗等を活用
したイベントを創出し、リノベーションや新たなコミュニティが生まれ
てきている。

この動きを継続・推進しているが、若いプレイヤー不足が課題。

そこで、この度、大学等の知見や大学生等の若者の視点を活かし
た地域課題の解決を図るため本プロジェクトを実施

のしろつながるまち
キャンパス４プロジェクト



プロジェクト①
街の余白に「新たな拠点」DITワークショップ









プロジェクト②
「木都能代」を紐解く事業者ツアー







プロジェクト③
商店街の「人」に出会う街リサーチ







プロジェクト④
公共空間の活用イベント「のしろいち」への参加
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人をつくり、つながりをつくり、持続可能な魅力ある地域をつくる
 ～人も地域資源も好循環のまち能代～ 

第３期のしろ創生総合戦略 地域ビジョン（目指す理想像） 



ご清聴ありがとうございました

能代市移住定住推進課
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